
臨床検査病理学講座

入局後 臨床専門専修科生・レジデント

1年目

病理組織診(学生実習標本）・細胞診断（口
腔擦過細胞診担当）・病理解剖（補助）加え
て、学会参加

2年目

病理組織診(口腔組織担当）・細胞診断（口
腔擦過および穿刺吸引細胞担当）・病理解
剖（執刀・ＣＰＣ）加えて、学会論文発表

3年目

病理組織(口腔および全身臓器担当）・細胞
診診断（応用編担当）・病理解剖（執刀・ＣＰ
Ｃ）　口腔検査認定医申請・受験・取得、
解剖医申請・取得

4年目

病理組織(応用編）・細胞診診断（応用編）・
病理解剖（ＣＰＣ）加えて、学会論文発表、市
川総合病院における病理全般研修

5年目

市川総合病院における病理全般研修
細胞診専門歯科医申請・受験・取得
口腔インプラント基礎系指導医申請・取得

6年目以降

口腔病理専門医申請・受験・取得

プログラム修了時に資格要件を
満たす学会認定医等の名称

死体解剖認定医・口腔病理専門医指導医・細胞診専門歯科医・口
腔検査認定医・日本口腔インプラント学会基礎系指導医

プログラムの内容
大学院生

病理組織診（学生実習用標本と学生実習指
導）・細胞診診断（口腔擦過細胞診）・病理
解剖（見学、特殊外来担当、検査研究学位
論文研究開始（インプラント基礎系指導医を
目指す）

病理組織（口腔および全身標本）・細胞診診
断（口腔穿刺吸引細胞診）・病理解剖（執
刀・ＣＰＣ）および関連病変症例報告、特殊
外来担当、検査・インプラント関係研究

プログラムの特色

臨床検査病理学講座は、基礎研究と臨床との架け橋として、教育、研究、臨床と多岐の分野に携わっ
ているのが特徴である。臨床では、診断、病理解剖を通じて、歯科の分野にとらわれず、全身の臓器・
疾患を理解し、医療連携を考えられる歯科医師の育成を目指している。研究でもtranslational research
を推進しており、これまでにない新たな歯科治療の開発を目指している。

病理組織（応用編）・細胞診診断（応用編）・
病理解剖（執刀・ＣＰＣ)および関連病変症例
報告、口腔検査認定医申請・取得、インプラ
ント関係研究論文発表学位申請、解剖医取
得

病理組織（試験に向けた応用編）・細胞診
診断（試験に向けた応用編）・病理解剖（試
験に向けた応用編）および関連病変症例報
告、検査・インプラント関係研究論文発表学
位申請

4年では、口腔病理専門医、インプラント基
礎系指導医にはなれないので、もう一年研
修する必要がある。

プログラム責任者名 井上　孝・松坂賢一

講座名 臨床検査病理学講座
主任教授 井上　孝



臨床検査病理学講座

厚生労働省死体解剖資格（病理）
井上　孝、松坂賢一、村上　聡、國分克寿

日本病理学会
口腔病理専門医：井上　孝、松坂賢一
口腔病理専門医研修指導医：井上　孝、松坂賢一

日本口腔インプラント学会
基礎系指導医：井上　孝、松坂賢一

日本臨床細胞学会
細胞診専門歯科医：松坂賢一

日本口腔検査学会
認定医：井上　孝、松坂賢一、村上　聡、國分克寿、中島　啓

ドライマウス研究会
認定医：井上　孝、松坂賢一、村上　聡、國分克寿、中島　啓

●本務教員で認定医等の有資格者
　（指導医・専門医・認定医等の複数の資格の場合には最上位の資格のみを記載）


